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伝統工芸プレゼンティーションと感性語との関連性の解析

宮川明大~ t，杉田蕪t，細川美佳子t，柴田義孝T

s石川県田鶴浜町教育委員会 T岩手県立大学ソフトウェア情報学部

筆者らはVRMLを利用したインターネット指向の伝統工芸システムの構築を行ってきているが、

伝統工芸品の持つイメージを如何にして消費者に伝えるかが課題となっている、また、消費者が

希望の工芸品を選択するにあたり、多様化した消費者のニーズに適応する工芸品の迅速な検索方

法の確立が求められてるロこうした背景から、本稿では伝統工芸品として室内空間構成要素とし

て建具を例にとり、建具の構成要素と感性語との関連性をアンケート調査と統計処理により解析

した。この結果を知識ベースとしてまとめることができ、これにより建具データベースより感性

語による検索方法を可能とした。
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801ar， we have in vestigated user-.丘iendlythree-dimensional CG presentation system for a 

typicalみ!panesecrafting industry based on agent andばrtualreality technology. In this 

system， it is very important to transmit the users imagination lor desired cra.ゐ'ngtothe 

system through the intel命ce.It is a1so signincant to deve10p a new retrieva1 method to 

quickly provide the best suitab1e crafting to user from a number 01 distributed databases. 

In this paper， we ana1ized the re1ation between the digita1 traditiona1み!panesecrafting 

presentatrion and Kansei words. 

1. 初めに

近年、伝統工芸産業界の多くが、過疎化に伴う

後継者の減少、バブル経済の崩嬢などにより非常

に厳しい経営状況となっており、効率的な生産方

法や消費者と直結した多様性のある販売促進が

望まれている。とりわけ伝統的建具産業は、注文

住宅や建築物に見られるように、消費者ニーズの

多様化とともに、設計にはCADが用いられること

が多くなり、それらデータをデータベース化し、

様々な形で消費者への販売促進の一貫から WW¥V等

を用いてのプレゼンテーションが多くなった。し

かしながら、一般的な商品とは違い、 3次元 CAD

デー夕、静止画、動画を初めとした様々なデータ

で表現される室内空間においては、建具が本来兼

ね備えている伝統工芸の持ち味を消費者に伝え

ることは非常に困難である場合が多い。

また、利用者が望んでいる建具データをデータ

ベースから検索する一般的な方法としては、キー

ワードによる検索方法が考えられるが、この方法

では必ずしも利用者が意図した建具データを得

ることできない場合が多い。

そこで筆者らは、 VR雌，技術とマルチメディア情

報を同一空間内に融合した拡張仮想空間を用い

て、これまで各地で蓄積されている各種の建具を

データベース化し、利用者が望むような和/洋室

空間の構築を行うために、感性に基づいて建具デ
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ータをデータベースより検索し、これらを部品と

して拡張仮想現実空間内に組み込み、光・影・内

部照明・外部景観や季節感等を考慮し、空間をウ

ォークスルー出来るプレゼンテーシ.ヨンシステ

ムの実現化の研究を行なってきた。そこで本研究

では、石川県田鶴浜町の建具を例にとり、多様な

建具データを実際にアンケート調査を行い、利用

者の背景(地域、年齢、職業、男女別等)、建具製

品の種類や構成要素の違いより、どのようにイメ

ージが異なるのかを調査した。そしてこの結果を

知織ベースとしてまとめることにより感性語を

キーワードとする感性検索法を設計した。

2.システム構成

本システムは JGN上に複数のwsやPC、データ
ベースサーバが相互接続された環境を想定して

おり、利用者の感性に合わせた3次元空間の構築

と提供を行うクライアントエージェント、個々の

利用者の感性と建具との関連を知識として保持

し、建具の検索要求を発行する知識エージェント、

そして建具の3次元データが格納される複数の

DBサーパにより構成される。利用者らは、開Wブ

ラウザを用いて知識エージェントが提供するホ

ームページへアクセスし、個々の利用者が閲覧し

たい空間をイメージする「落ち着いたJrエキゾ
ティックJ等の感性語によるキーワードを入力す

る。これに対して知識エージェントは建具の種類、

形状、テクスチャ、パターンと感性語との関連性

についての知識を用いて、複数の DBサーバから

3次元建具データを検索・取得し、個々の利用者

が利用しているクライアントエージェントの www
ブラウザへ提供する。

1. .ftrlP~γ町
『句宮山

JGN 

図1 システム構成

3.知織ベース構築

室内空間における建具選択の手段として感性

語による検索法が有効なインタフェースである

と考えられる。検索の基本的方法は利用者が選択

した、感性語を基に候補を絞り込むというインタ

フェースが重要である。なぜなら、感性語の選択

肢は個人差が大きく、システムが全ての利用者に

対して満足いく回答を提供することは非常に困

難であると考えるため、対話式にターゲットを絞

り込む手法が有効であると考えられる。

このため、筆者らは感性検索を3次元空間へ反

映するにあたり、人間の持つ感性と建具によるイ

ンテリアとの関連性を明確にしなければならな

いと考え、表1を例とする感性語と 3次元空間と

の関連性を知識ベースに登録しているロまた、感

性語とインテリアの配色との関係は、すでに過去

の研究[5]で明らかにされており、これらも知識

ベースとして登録することとした。

これらは過去のデザイナーに対するアンケー

ト結果によって導き出されたデザイン画像と感

性語との関連性に基づいており [5]、これらの知

織を利用して、素材色・パターン・線等の特徴を

有する建具をデータベースより検索し、これによ

り3次元空間を構成し、光と影・景観等を考慮、し、

利用者の望む3次元空間を構成し、プレゼンテー

ションが可能となる。

4.アンケート調査と解析

知識エージェント構築にあたり以下の事柄を

念頭に置いてアンケート調査を実施し、調査結果

を解析することとした。

1 )建具構成要素と感性への影響

2)カラー情報が及ぼす感性への影響
3)消費者と生産者での感性の違い

4)地域聞における感性の違い

5)年齢差による感性の違い
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4.1アンケート実施対象及び地域

被験者は建具職人(石川県田鶴浜町約)、産地に

在住する一般的消費者(石川県田鶴浜町)、産地

以外に在住する一般的な消費者(岩手県盛岡市、

埼玉県深谷市)を中心とした 3つのカテゴリから

構成することとした。アンケート対象の建具デー

タとしては、 1)障子、 2)襖、 3)書院障子、

4)衝立、 5)欄間を、それぞれデザインパター

ン、形状、色、サイズ等を変えて図2に示すよう

に33個の建具データ準備をした。

昌国語議瞳盟国国盟
臨且露雪組盟盟国巳
血函盤面圏幽

図2:アンケート対象建具データ
4.2 アンケート調査で用いた感性語

アンケートに用いる形容詞は、事前に建具職人

などからヒアリング調査及び建具関係参考文献

から選択を行い、日頃多く使われる感性語9種類

を抽出した後、表2に示すように、それら形容調

と対になる感性語18種類を選択し、これらを 5
段階評価とし、これを図3に示すようにイメージ

スケールに当てはめた場合には、平均した分布と

なっていることが分る。

表2 アンケートで用いた感性語

1)重厚な-軽快な、

2) 豪華なー簡素な、

3) 落ち着いた-派手な、

4) 個性的な-伝統的な、

5) モダンな-クラシックな、

6) あっさりした-繊細な、

7) 硬い・やわらかい、

8) 野暮ったい-スマート

9) 温かみのあるー涼しげな

S:ソフト

H:ハード

図3:感性語の分布

4. 3 アンケート対象

田鶴浜町の建具データと感性への関連性を分

析するため、アンケート方式により調査を行った。

調査は、地域性の感性の相違も考慮し、石川県田

鶴浜町、埼玉県深谷市、岩手県盛岡市の住民を対

象に実施した。この理由としては、

1 )石川県田鶴浜町は建具の生産地であり、住民

の多くが先祖代々より本建具データに慣れ

親しんでいる地区であること o

2)埼玉県深谷市は京浜地区の郊外であり、住民
は他県より住み着いた人が多く、住まいは建

具データに関して先見的知識は持たない地

区であること。

3)岩手県盛岡市は北東北の都市であり、住民の

多くが先祖代々よりこの地区に住み着いて

いるが、対象建具にデータに関しては先見的

知織は持たない地区であること。

であり、これらの地域の相違により、アンケート

結果への影響を調査するためである。アンケート

は平成 12年7月--9月にそれぞれの地域別に依頼

をし、平成 12月にまで回収された。回収された

アンケート件数は、以下のとおりであった。

1 )石川県田鶴浜町:236人 (59%)

2)埼玉県深谷市:81人 (21%)

3)岩手県盛岡市:78人 (20%)

回収されたアンケート結果を統計的解析法に

従って解析を行った。解析方法としては、

1 )平均値および分散による判別法

2)主因子分析法
の2種類の統計処理方法を用いた。各感性語の対

(以下感性語対)に対する平均と分散により、そ

の建具の特徴を調査した。また、主因子分析法に
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より、その建具に影響を与えている感性語因子と

そのグループ化を行った。

4. 4 解析結果
4. 4. 1 建具構成要素と感性語との関連性

図4に性格の異なる建具について、“重厚なー軽

快な"の感性語に対する主因子分析法を行なった

結果を示す。
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図4:因子分析結果

第1因子と第 2因子に対する座標軸に対して、

明らかに 2つのクラスタに分かれていることが

分る。第 1因子軸に沿っては、繊細な組子による

データがクラスタ化しているのに対し、第2因子

に沿っては、和紙をベースとした大まかなデザイ

ンのデータがクラスタ化している。第 1因子は、

パターンは直線であり、規則性が高く、組密度は

密であり、 6角形や菱形の幾何学的模様を含んで

おり、これを「重厚因子Jと呼ぶことができる。

また、第2因子は、パターンは曲線であり、規則

性はあまり無く、粗密度は粗であり、細身のデザ

インであり、これを「あっさり因子Jと呼ぶこと

ができる。これにより、建具データは、これらの

形状やパターン、粗密度、幾何学模様より、それ

対応する因子、すなわち感性語を決定することが

可能となる。他のデータについても同様の因子分

析を行なったところ、ほとんどのデータにおいて

同じ傾向が見られた。概ね5種類の因子が支配的

であり、それぞれ、「重厚因子J、「あっさり因子J、

f個性因子J、「スマート因子Jに分類できること

が判った。

表3:建具データの因子分析クラスタリング

4. 4. "2 カラー情報が及ぼす感性への影響

図5(a) (b)に示すように、同一建具に対し、カ

ラー画像データとモノクロ画像データの評価結

果を主因子分析法により解析した。

国手2

図5: (a)建具データの感性語分布(色あり)

因子2

図5: (b)建具データの感性語分布(色無し)

第1、第2主成分の空間において、色がある場合
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4. 4. 5 年齢差による感性の違い
図8に示すように 20才代は、感性に敏感であ

るが、年代が増加するに従って、鈍感になってい

ることが判る。この傾向はほとんどの建具におい

て閉じ傾向を示していた。

評価得点の平均
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と無い場合で、感性語の座標がどのように変化す

るかにより影響力を考察した。その結果、色の有

無により、「暖かみのあるJ、fあっさりしたj、

「個性的J、「豪華さJなどの感性語が影響するこ

とが判った。

4. 4. 3 消費者と生産者での感性の違い

建具全体と通して、建具従事者と消費者の分布

にあまり大きな変化は見られなかったが、図8に

示すように、建具従事者の方が、消費者に比較し

て中央値から広がる分布をしてしており、消費者

よりも建具従事者の方が、感性が敏感と見ること

ができる。 重審落個宅あ硬野暖
厚華，ち性ダつい暮か
」着的ンさ い

感性語

アンケート解析より多くの結果を得た。

1 )建具のパターンにより感性語に影響してい

ることがわかった。例えば大柄なパターンは、

「簡素なJr落ち着いたJrあっさりしたJな
どが関連していることがわかった。

2)建具の色により感性語に影響していること

がわかった。例えば、温暖色(黄色や山吹色)

は温かさに関連しており、また、黒い塗りは

「重厚さJや「豪華さJに関連していること

がわかった白一方、黄色と黒の組み合わせば

「野暮ったしリの感性語が示されているのが

わかった。

3)パターンの形状により感性語に影響してい

ることがわかった。例えば曲線系のデザイン

は「個性的J、「モダンなJ、「やわらかなJが

関連し、直線系のデザインは「スマートな」

が関連していることがわかった。

4)材質にも影響しているものがわかった。例え

ば、無地の和紙は、「簡素なJr軽快なJrス
マートなJr涼しげなJ等に関連しているこ
とがわかる。また、襖の取っ手等の材質等も

「豪華さJに影響していることがわかった。

5)地域によっても感性の相違が見られた。田鶴

浜町は深谷市や盛岡市に比べて平均的な感

性が示された。また田鶴浜町では色の有無に

図8:年齢差による感性の違い

5.アンケート結果のまとめ

評価得点の平均

5 ~判明明欄間
暖 4t'，}I.'，f¥¥lミ ド添い
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重豪落個モあ硬野暖
厚革ち性ダつい暮か
~着的ンさ い
いり

感性語

図6:消費者と生産者での感性の違い

4. 4. 4 地域聞における感性の違い

図7に示すように田鶴浜町は深谷市や盛岡市

に比べて感性語により敏感に反応していた。一方、

深谷市と盛岡市は概ね、ほぽ同一の感性分布を示

しているのが判った。この傾向はほとんどの建具

において同じ傾向を示していた。
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関係せずに感性語が示された。しかしながら、

深谷市と盛岡市は概ね、同じ傾向の感性分布

を示しているのがわかった。

6)職業別では、建具従事者の感性が、そうでな

い人に比べ鋭敏であることがわかった。

7)年齢別では、20代の人が、感性が鋭敏であり、
以下 30，40， 50， 60代と鈍くなっていくこ

とがわかった。

8)男女別では、感性の相違はあまり顕著にみら

れなかったが、女性の方が、「落ち着いたJ

「個性的JrモダンJrあっさりJのほうに偏
りをみせ、逆に、男性の方が、「派手なJr伝
統的JrクラシックJr繊細なJの方に偏りを
見せていることがわかった。

9)住宅購入者とそうでない人では、感性に対し

てあまり相違は見られなかった。

10)リフォーム予定者とそうでない人でも、感性
にたいしてあまり相違は見られなかった。

現在、これらの結果を基本として、知識ベース

を構築中であり、これにより感性を反映した建具

データの検索およびプレゼンティーションが可

能と考えられる。

今回のアンケートでは、主に各種の建具データ

に対する、感性語の影響を調査を行った。今後の

予定としては以下のことが、目標とされる。

1 )表面材質等の相違による感性への影響の分

析

2)室内空間と建具との相関関係の分析

3)音響(せせらぎや雨や風等)も含めた室内空

聞の感性への影響の分析

4)消費者、生産者の感性以外の因子(例・金額、

納期等)の影響の分析

6.おわりに

本稿では、感性語をキーワードとした建具検索

システムを提案してきた。建具は、室内空間内に

おいて、実用的は性格持っと同時に、空間の装飾

という役割も果たしている商品である。こうした、

伝統工芸品としても一級の価値をもっ商品を感

性語を用いて検索するには、建具を配置する空間

自身が持つ印象を整理し、空間に存在する音響等

も配慮した空間全体構築が必要不可欠であり、今

後空間の構築が重要な課題であると考えられる。
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